
          
 

 

 

 

 

 

 

 

長野県では、「地域発 元気づくり支援金」により、地域づくりを実践される皆様の活動を  

支援しています。昨年度（平成30年度）、この支援金を受けて実施された46事業のうち、   

着眼点や他地域への波及効果などが特に優れた優良事例４事業を選定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
木曽地域発！元気な地域を生み出しました‼ 

平成30年度「地域発 元気づくり支援金」事業 優良事例決定 

長野県(木曽地域振興局)プレスリリース  令和元年(2019年)11月18日 

 

👑知事表彰 

  事業名 | 木曽ペインティングス 

  団体名 | 木曽ペインティングス実行委員会 

👑局長表彰 

事業名 | 元気を生み出す地域づくり事業 

  団体名 | 開田高原倶楽部 

👑優良事例 

  事業名 | 川等活用振興事業 

  団体名 | 木祖村 

  事業名 | Local Active-Learning Project事業 

  団体名 | 木曽町 

 

※ 各優良事例及び平成30年度に木曽地域で実施された事業の概要等は別紙のとおりです。 

 ※ 表彰式及び事例発表会は12月17日（火）15：40～17：00を予定しております（後日、改め 

   てプレスリリースを行います。）。 

参考：優良事例の主な選定ポイント 

○ 地域のニーズを的確に捉え、地域の元気づくり創出効果が大きいこと 

○ 実施方法などに、他にはない創意工夫があり、モデル性が高いこと 

○ 他地域で実施した際も同様の効果が期待できるなど、高い波及効果があること 

なお、選定にあたっては、「地域発 元気づくり支援金」木曽地域選定委員会委員の
ご意見をいただきました。 

 

 木曽地域振興局企画振興課  

（課長）血脇 秀明（担当）三浦 智司 

電 話  0264-25-2212（直通） 

F A X  0264-23-2583 

E-mail kisochi-kikaku@pref.nagano.lg.jp 



優良事例 

実施状況 

 

 

 

表彰 
種別 事業名/実施団体 事業の概要 選定のポイント 

知事 

表彰 

木曽ペインティングス 

/木曽ペインティングス

実行委員会 

全国からアーティストや芸術作家が集

まり、木曽を題材に芸術作品を作り展覧

会を行った。また、その素材も木曽由来

のものを使った。定期的に作家を招き、

町民向けにワークショップを行った。 

様々な所で地域住民が作品に触れ、作家と交

流した。特に地元小学生が地域を舞台として芸

術に触れる良い機会となった。さらに、空家を

会場とする新しい空家活用の道を示した。引き

続き住民を巻き込み、長期継続的に活動を定着

させていくことが期待される。 

局長 

表彰 

元気を生み出す地域づく

り事業 

/開田高原倶楽部 

ブランド野菜や特産品の販売促進、イベ

ント及び観光誘客のため、チラシ、ハガ

キ、ＤＭ、マスコミ宣伝によるＰＲを行

った。また、地域自治組織と協力しての

眺望、景観ポイントの調査や専門家によ

る講演会を開催した。 

地元関係団体と連携し、効果的なＰＲをした

ことで売上げ、観光客入込の増加につながっ

た。景観についても、課題を明確にし、行政に

対して具体的な提言がされた。今後、行政との

連携を図るとともに会員の増加を図り、活動が

活性化することを期待する。 

優良 

事例 

川等活用振興事業 

/木祖村 

中学生を含む46名によるヤマトイワナ

人工産卵場の造成、テンカラ釣り専用区

域設定に向けた検討、釣り客のための河

川階段の設置により河川の活用を図る

とともに、あやめ公園池の水を抜いて行

われる改修工事にあわせ、イベントを行

った。 

村内の水資源を活かした観光振興のため、釣

り場の整備、ヤマトイワナの増殖及び教育活

動、イベント開催など幅広く事業を実施し、多

くの参加者により村内外にＰＲができた。ま

た、次年度以降につながる環境整備がされたの

で、取組の継続と観光客、宿泊客の増加に期待

したい。 

優良 

事例 

Local Active-Learning 

Project事業 

/木曽町 

東京の大学生が夏季・冬季休暇を利用し

て開田高原に滞在し、中学生を中心に放

課後学習支援を行うとともに、地元中学

生との異文化交流事業「インターナショ

ナル・サマー・キャンプ」を開催。開田

高原地域の課題を模索し、解決策を発表

した。 

開田中学校、慶応大学双方の積極的な活動に

より、単なる放課後支援、短期間交流にとどま

らず、つながり人口の増加に加え、つながりの

密度も期待以上と評価できる。今後、他地域へ

取組が拡大することを期待する。 


